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市民及び施設利用者を対象としたアンケート調査の結果から 

 

岡田真平（身体教育医学研究所） 
 

要旨：日帰り温泉施設の利用と、健康状態、生活習慣、健康関連QOLとの関連を明らかにす
るために、アンケート調査を実施した。郵送により得られた889名の回答、施設で回収した
231名の回答から、月1回未満の非定期利用者608名、月1～12回未満の低頻度利用者254名、
月12回以上の高頻度利用者258名に分け、3群間で、健康関連QOLを比較したところ、身体的
健康スコアは3群間で有意差がなかったものの、精神的健康スコアは高頻度利用者で有意に
高い傾向であった。日常的な温泉利用で健康関連QOLに効果を及ぼす可能性が示唆された。 
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Ａ．目的 
長野県は多くの温泉資源を有する地域で

あり、温泉の有効活用は重要な課題である。
実際に地域住民が温泉に対してどのような
健康増進効果の期待や実感を持っているか
を明らかにすることは有益と考えられる。 
そこで本研究は、長野県東御市に在住す

る住民、及び同市内の日帰り温泉施設利用
者を対象に、温泉利用と健康意識に関する
横断的なアンケート調査を実施し、地域住
民の日帰り温泉施設の利用状況と、健康状
態、生活習慣、健康関連QOLとの関連を明ら
かにすることで、温泉利用と健康増進のあ
り方について検討することを目的とした。 
 
Ｂ．方法 
東御市在住で、性・年代別に無作為に抽

出した市民2520名（男女別で20歳から79歳
までの10歳ごと6つの年代、計12カテゴリー
について各210名ずつ）を対象に郵送法によ
るアンケートの配布と回収を行い、913名か
ら回答を得た（回収率36.2％）。また、並
行して市内４つの温泉施設にてアンケート
調査を行い、242名から回答を得た。得られ
た回答のうち、性、年齢、及び「温泉を定
期的に利用していますか？」の設問への回
答のいずれかが欠損している者を除外した、
郵送回答889名（男性415名、女性474名）、
施設回答231名（男性128名、女性103名）の
計1120名を有効回答とし、分析対象とした。 
アンケートの内容は、基本的属性、温泉

入浴頻度、既往歴や服薬状況、関節痛訴え、
運動･食事･睡眠の状況と、健康関連
QOL(SF-8TM)1)等であり、加えて、「月1回以
上温泉を利用する」と回答した場合には、
利用状況や方法、温泉で得られた効果と期
待したい効果について回答を得た。 

分析は、①利用者（「月1回以上利用する」）
と非利用者（「月1回以上利用しない」と回

答した群）の比較、②利用者が抱く温泉効
果の実感と期待、③温泉利用頻度と関連す
る項目、④温泉利用状況と健康関連QOLとの
関連、の4つの観点から分析を行った。統計
分析にはSPSS13.0J for Windowsを用いた。 

アンケートは、対象者が本研究の趣旨を
承諾することにより提出され、無記名で回
収した。また、本研究の実施計画は身体教
育医学研究所倫理審査委員会の承認を得た。 
 

Ｃ．結果 
分析対象者の平均年齢は57.6±15.6歳で

あった。温泉利用状況は、郵送回答のうち、
月1回以上利用者が284名（31.9％）、月1
回未満が605名であった。施設回答では、228
名が月1回以上利用していた。郵送回答284
名の月平均利用日数6.8±8.1日に対し、施
設回答228名の月平均利用日数24.1±6.8日
と大きく異なった（p＜0.001）。 
①利用者と非利用者の比較 
郵送回答の利用者284名と非利用者605名

の比較で、回答が有意に異なった設問は、
年代、高血圧既往有無、関節疾患既往有無、
足関節痛の程度、腰痛の程度、月あたりの
運動実施日数、1回あたりの運動実施時間、
食事の心がけ、睡眠の状況の9項目であった。 
さらに多重ロジスティック回帰分析で関

連因子間の影響も考慮したところ、「関節
疾患既往有（OR:1.98(95％CI:1.19-3.29)）」
「食事の量・バランスをよく心がけている
（OR:2.44(95％CI:1.01-5.89)）」、「よく
眠れない（OR:2.77(95％CI:1.27-6.03)）」
という利用者の特徴が明らかになった。 
②利用者が抱く温泉効果の実感と期待 
利用者が温泉利用で実感している効果で

最も回答が多かったのは「ストレス解消」、
続いて、「体調の改善」「よく眠れるよう
になった」「関節痛の改善」「風邪をひき
にくくなった」の順であった。「体力向上」
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「肥満解消」「病気の改善」の実感は多く
なかった。期待の順序もほぼ同様であった
が、実感の順位が低い項目ほど、実感に対
する期待の度合いが高い傾向であった。 
③温泉利用頻度と関連する項目 
利用者の月あたり利用日数の中央値から、

月12日以上の高頻度利用者254名、月12日未
満の低頻度利用者258名の2群に分けた。両
群の比較で回答が有意に異なった設問は、
年代、「風邪をひきにくくなった」実感、
「よく眠れるようになった」実感、肥満解
消の実感、「風邪をひきにくくなる」期待、
「よく眠れるようになる」期待、高尿酸血
症既往、頸部痛、月あたり運動実施日数、1
回あたり運動実施時間、食事への心がけ、
睡眠時間、睡眠の状況の13項目であった。 

多重ロジスティック回帰分析で関連因子
間の影響も考慮したところ、高頻度利用の
特徴は「年齢が50歳以上（OR:3.89(95％CI:
2.16-6.99)」「風邪をひきにくくなった（O
R:2.73(95％CI:1.54-4.84)」のみであった。 
④温泉利用状況と健康関連QOLとの関連 
全データを分析対象に、年代を共変量と

した分散分析により、利用回数「月1回未満」
「月1～12回未満」「月12回以上」の3群間
で、健康関連QOLの指標となる身体的健康ス
コアと精神的健康スコアを比較したところ、
身体的健康スコアは3群間で有意差がなか
ったものの、精神的健康スコアは、｢月1回
未満｣｢月1～12回未満｣に対して、「月12回
以上」利用する群が有意に高かった（図１）。 

 
Ｄ．考察 

温泉施設利用者の特徴は、平均年齢が高
く、何らかの健康上の問題を抱えるが、健
康への意識が高いことであった。「温泉が
健康によい影響を及ぼす」ということから、
短絡的に「温泉に通っている人はそうでな
い人よりも健康状態がよい」と捉えがちで
あるが、本研究の結果からはむしろ、「温
泉に通っている人はそうでない人よりも健

康状態がよくない」と言える結果となった。
これは、健康問題を抱え、不安を抱くから
こそ温泉を利用する、と捉えることができ、
現に、利用する人ほど健康への意識が高い
傾向が現われていた。 

温泉利用と健康関連QOLとの関係で注目
すべき結果は、利用頻度によって身体的健
康スコアの差は見られなかったが、利用頻
度が高いと精神的健康スコアが高かった点
である。すなわち、同程度の身体的健康状
態であっても、温泉を利用することによっ
て精神的健康は高い状態に保つことができ
ると言えるかもしれない。これは「総合的
生体調整作用」2)と言われる温泉効果の現れ
方なのかもしれない。温泉保養地に行く頻
度が高いほど健康関連QOL、特に精神的健康
スコアが高いという結果を示した報告3)が
あるが、日常的な温泉利用で、少しの時間
を生活の場から離れて温泉に身を置くこと
でも効果が得られる可能性4)が示唆された。 
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